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W52a TES型X線マイクロカロリメータの開発 VII —マッシュルーム形状ビス
マスメッキ吸収体の製作と性能評価—
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我々は次世代 X線天文衛星搭載を目指し、TES型 X線マイクロカロリメータの開発を行っている。X線天文
への応用を考えた場合、高いエネルギー分解能を実現すると同時にX線望遠鏡で集めたフォトンを有効に検出す
るために検出器の開口面積と検出効率を最大限に上げることが重要となる。そこで、我々は 0.5 mmピッチ程度
の TESカロリメータの上に 8 µm厚のスズを電析メッキで形成後、0.5 mm角に研磨、マッシュルーム状に残し
てX線吸収体とした素子を試作した (2001年秋の年会)。前回 (2002年秋の年会)において、我々は吸収体の材質
としてスズの代りに超伝導遷移せず準粒子の影響による性能劣化がないと期待されるビスマスを用いた素子で、6
keV のX線に対してエネルギー分解能 12 eV を得たことを報告した。しかしその後、実験中にビスマス吸収体が
素子から外れてしまっていたことが分かり、報告した結果は吸収体の付いていない TES のものであったことが明
らかになった。そこで、我々は再度ビスマス吸収体素子を作成し性能評価を行ない、6 keV の X線に対し 39 eV
と比較的良いエネルギー分解能を得たのでその結果について報告する。今回は製作途中で吸収体の剥離が多く素
子の形状も完全なものとはならなかったが、今後は分解能の改善とともに完全な形状の素子の作製をめざして素
子の構造やプロセスを見直してゆくほか、新たに 256 ピクセルの TES カロリメータアレイの設計を進めている。


